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事務事業評価票
担 当 課 総務 消防防災 消防防災 事務事業№ 19132

事 務 事 業 名 消防施設整備事業 会計 一般会計

まちづくりのテーマ 第３_だれもが健康で安心して暮らせるまち 9 1 3

事 業 期 間 平成 平成 根拠法令・要綱等 消防組織法

施 策 目 標 市民生活の安全の確保

施 策 項 目 　災害に対する市民生活の安全の確保

前期計画登載頁 75 個別計画

消防団車両、消火栓、防火水槽等を計画的に配備、更新し、火災等災害時には、素早い初期対応が可能な状況を維
持することにより地域防災の向上を目的とする。

消防団車両（ポンプ車１１台、小型動力ポンプ付積載車２２台、小型動力ポンプ４１台、指令車１台）、消防車両
車庫付詰所７箇所、消防車両車庫２４箇所、小型動力ポンプ置場１５箇所、消火栓、防火貯水槽等消防施設につい
て、年次計画等に基づく更新及び新設。

事
業
費

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

総事業費（決算額） 884,520 21,642,020

起　　債 14,900,000

その他財源 5,062,330

24,444,270

国庫支出金

県支出金 10,179,000

一般財源 884,520 6,400,690 9,544,270

活
動
指
標

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 前年度（H２９）

財
源
内
訳

達成率 次年度（H３０）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

100.0% 1

消防団車庫改築 棟 0 0 1 2 50.0% 1

消防団車両更新 台 0 1 1 1

成
果
指
標

１．数値で表せる指標 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 前年度（H２９） 達成率 次年度（H３０）

（％） 目標値指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値

２．数値で表せない効果

（指標①）消防団車両の計画的な更新により、火災等の災害に対し迅速な対応が可能となる。
（指標②）車庫の改築により、震災時の車庫の安全性が確保され、迅速な出動が可能となる。

【事業の評価と今後の方向性】

評
価

項目
必要性 有効性 効率性 今

後
の
方
向
性

方向性 評価点合計

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性 実施主体の適正化

拡大
18

適正である

【具体的な課題と改善】

事業に対する課題について（目的に対する現状など）

　消防団車両や消火栓、防火水槽など、経年劣化等で使用困難となる前に、計画的な更新を行うことが必要となる。ま
た、火災等の災害時に消防団員等の迅速な消火活動等が可能となるよう、装備品の充実強化を含め計画的な整備、更新
を行う必要がある。

改善の方法等（上記の課題をふまえて30年度以降に実施する具体的な改善の内容）

　消防団車両については、20年を目途に更新していく。また、消防団施設も昭和56年以前に建設された施設があるこ
とから計画的に改築を行うとともに、器具置き場の統廃合について消防団と協議・調整を図る。

18
点数 3 3 3 3 3 3

評価 高い 高い 高い 重複なし 高い


